
〔
史

料
紹

介
〕

東
遊

雑
記

上

（
弘

前
大

学
人

文
学

部
附

属
亀

ヶ
岡

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

所
蔵

成
田

彦
栄

氏
旧

蔵
図

書
）

上
條

信
彦

市
毛

幹
幸

弘
前
大
学
人
文
学
部
附
属
亀
ケ
岡
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
亀
ヶ
岡
文
化
の
研
究

を
多
方
面
か
ら
研
究
し
、
学
界
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
地
域
文
化
で
あ
る

こ
と
を
顕
彰
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
一

七
年
度
に
開
設
さ
れ
た
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
〇
八
年
に
成
田
彦
栄
氏
旧
蔵
資

料
の
う
ち
、
主
要
な
資
料
二
六
四
点
を
借
用
し
、
同
年
十
月
一
日
～
三
一
日
に
「
成

田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
縄
文
の
造
形
」
展
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
実
習
を
通
じ
て

資
料
を
観
察
・
図
化
し
、
写
真
家
小
川
忠
博
氏
に
依
頼
し
て
写
真
撮
影
を
行
い
、
そ

の
成
果
を
図
録
と
し
て
刊
行
し
た
（
関
根
・
上
條
編
二
〇
〇
九
）
。
二
〇
〇
九
年
三

月
、
成
田
彦
栄
氏
の
遺
志
を
受
け
継
い
だ
成
田
惠
子
氏
か
ら
、
資
料
に
対
し
ひ
た
む

き
に
作
業
す
る
学
生
達
の
姿
に
感
動
し
た
う
え
、
将
来
的
に
こ
こ
な
ら
安
心
し
て
保

存
・
活
用
で
き
る
と
確
信
し
て
頂
き
、
資
料
返
却
に
際
し
て
寄
贈
の
話
が
持
ち
上
が

っ
た
。
同
七
月
、
未
来
の
考
古
学
者
が
県
内
よ
り
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
資

料
が
寄
贈
さ
れ
た
。
旧
蔵
資
料
の
寄
贈
を
受
け
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
同
八
月
に
「
成

田
彦
栄
氏
考
古
資
料
収
蔵
展
示
室
」
を
開
設
し
、
資
料
の
保
管
・
公
開
を
開
始
し
た
。

旧
蔵
資
料
は
質
・
量
と
も
に
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
前
戦
後
を
中
心
と
し
た
青
森

県
の
郷
土
史
研
究
を
知
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
資
料
が
多
く
含
ま
れ
る
。
今
回
紹
介

す
る
『
東
遊
雑
記
』
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
成
田
彦
栄
氏
旧
蔵
書
の
目
録
作
成
の

た
め
の
整
理
中
に
発
見
さ
れ
た
。

成
田
彦
栄
氏
（
一
八
九
八
～
一
九
五
九
）
は
、
医
業
の
傍
ら
、
郷
土
史
特
に
考
古

学
関
係
に
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
氏
は
昭
和
七
年
頃
（
三
四
歳
）
考
古
学
に
興
味

を
持
ち
は
じ
め
、
日
本
人
類
学
会
・
日
本
考
古
学
会
に
入
会
し
て
い
る
。
著
作
に
は
、

「
蓑
虫
山
人
と
考
古
学
」
（
『
郷
土
文
化
』
四

二
．
一
九
四
九
年
）
、「
永
禄
日
記
雑

－

考
（
上
）
・
（
中
）
・
（
下
）
」
（
『
東
奥
文
化
』
二
～
四
．
一
九
五
五
・
五
六
年
）
、
「
青

森
県
西
海
岸
の
板
碑
文
化
」
（
『
東
奥
文
化
』
九
・
一
〇
．
一
九
五
八
年
）
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
青
森
県
文
化
財
専
門
委
員
会
委
員
・
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
常
任
理

事
を
歴
任
し
て
い
る
。
特
に
当
時
北
東
北
で
調
査
活
動
を
し
て
い
た
慶
應
義
塾
大
学

に
地
元
の
案
内
者
と
し
て
青
森
市
岡
町
（
一
）
遺
跡
や
同
長
森
遺
跡
・
同
三
内
丸
山

遺
跡
な
ど
を
紹
介
す
る
な
ど
、
戦
後
青
森
の
考
古
学
・
郷
土
史
の
発
展
期
を
支
え
た
。

成
田
彦
栄
氏
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
郷
土
資
料
の
流
出
や
散
逸
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
た
な
か
、
そ
の
資
料
の
保
護
に
尽
力
し
た
。
氏
自
身
県
外
流
出
や
散
逸
が
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恐
れ
ら
れ
た
資
料
を
収
集
し
、
さ
ら
に
遺
跡
・
史
跡
を
巡
検
し
て
い
た
。
旧
蔵
資
料

は
、
明
治
～
昭
和
初
期
の
考
古
学
者
の
佐
藤
蔀
や
角
田
猛
彦
ら
の
旧
蔵
資
料
、
お
よ

び
氏
自
身
が
踏
査
で
採
集
あ
る
い
は
購
入
し
た
資
料
で
構
成
さ
れ
、
成
田
氏
の
死
後
、

長
年
土
蔵
に
保
管
さ
れ
、
関
係
者
以
外
に
は
公
開
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
弘
前

大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
考
古
資
料
約
三
千
点
、
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
約
三
〇
点
、

蔵
書
約
二
千
点
か
ら
な
る
。
な
お
古
文
書
や
和
本
類
な
ど
歴
史
資
料
の
一
部
は
、
青

森
県
立
郷
土
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
考
古
資
料
は
土
器
・
石
器
類
の
ほ
か
、
蓑
虫
山

人
筆
「
陸
奥
全
国
神
代
石
古
陶
之
図
」
が
含
ま
れ
る
。
旧
蔵
図
書
に
は
考
古
関
係
の

ほ
か
に
、
郷
土
史
・
ア
イ
ヌ
民
族
・
美
術
史
な
ど
青
森
県
に
関
す
る
蔵
書
が
充
実
し

て
い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
、
成
田
氏
は
資
料
を
単
な
る
美
術
品
収
集
目
的
で
は
な
く
、

地
域
の
研
究
発
展
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
収
集
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
成

田
氏
は
踏
査
や
見
聞
し
た
こ
と
を
「
覚
書
」
と
し
て
、
ノ
ー
ト
に
詳
細
な
記
述
を
残

し
て
い
る
。

こ
の
「
覚
書
」
の
な
か
に
は
、
資
料
の
や
り
取
り
に
関
し
て
の
記
述
も
あ
り
、
少

な
く
と
も
氏
が
購
入
し
た
貴
重
書
の
購
入
日
・
購
入
先
・
価
格
が
分
か
る
。
特
に
、

成
田
氏
は
書
店
・
古
書
店
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
目
録
に
よ
っ
て
、
地
元
で
は
手
に
入

ら
な
い
書
籍
・
古
典
籍
を
多
く
購
入
し
て
い
た
。
当
時
古
書
市
場
は
戦
後
勃
興
期
に

あ
り
、
蔵
書
家
か
ら
の
買
い
出
し
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
こ
の
『
覚
書
』
は
昭
和
二
六
年
ま
で
で
終
わ
っ
て
お
り
、
発
見
さ
れ
た
『
東
遊

雑
記
』
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
整
理
を
進
め
て
い
く

う
ち
に
昭
和
三
〇
年
一
二
月
発
行
の
京
都
・
思
文
閣
の
古
書
目
録
『
速
報

№
七

七
』
が
見
つ
か
っ
た
。
同
書
店
の
目
録
は
こ
の
一
冊
の
み
で
あ
り
、
成
田
氏
が
意
図

し
て
残
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
に
『
四
二
四

古
松
軒
自
筆

東
遊

雑
記

着
色
絵
入
、
巻
二
・
六
零
本
二
冊
帙
入

二
、
〇
〇
〇
』
の
項
に
赤
鉛
筆
で

線
が
引
か
れ
て
い
た
。
目
録
の
内
容
が
今
回
紹
介
す
る
『
東
遊
雑
記
』
と
一
致
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
こ
の
時
に
購
入
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
こ
の

時
、
成
田
氏
は
五
七
歳
、
宇
鉄
・
三
内
丸
山
遺
跡
の
調
査
や
「
永
禄
日
記
雑
考
」
の

執
筆
な
ど
、
研
究
活
動
に
最
も
勤
し
ん
で
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
（
上
條

信
彦
）

参
考
文
献

関
根
達
人
・
上
條
信
彦
編
二
〇
〇
九
『
成
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
考
古
資
料
図
録
』
弘

前
大
学
人
文
学
部
附
属
亀
ヶ
岡
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

上
條
信
彦
二
〇
一
〇
『
成
田
彦
栄
氏
旧
蔵
図
書
目
録
』
弘
前
大
学
人
文
学
部
附
属

亀
ヶ
岡
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

【
凡
例
】

（
）
漢
字
表
記
は
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
た
。
但
し
、
特
に
必
要
な
場
合
に
は
原

1

史
料
の
表
記
に
し
た
が
っ
た
。
ま
た
、
仮
名
表
記
は
原
史
料
に
則
し
て
平
仮

名
と
片
仮
名
を
併
用
し
た
。

（
）
合
字
は
用
い
ず
、
適
宜
、
仮
名
に
改
め
た
。
変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
使
用

2

し
な
か
っ
た
が
、
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
而
」
（
て
）
「
者
」
（
は
）
「
而

已
」
（
の
み
）
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
「
江
」
（
え
）
は
級
を
下
げ
、
右
寄
せ

に
し
て
示
し
た
。

（
）
畳
字
は
、
漢
字
を
「
々
」
、
平
仮
名
を
「
ゝ
」
片
仮
名
を
「
ヽ
」
、
二
字
以
上

3

の
場
合
は
「

〳
〵
」
で
示
し
た
。
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（
）
江
戸
時
代
の
慣
用
表
現
で
あ
る
「
百
性
」
（
百
姓
）
、
「
直
段
」
・
「
高
直
」
（
値

4

段
・
高
値
）
な
ど
や
「
儀
」
と
「
義
」
な
ど
の
よ
う
に
文
字
の
異
同
が
明
確

か
つ
頻
出
す
る
も
の
は
、
史
料
表
記
に
則
し
て
示
し
た
。

（
）
読
解
の
便
宜
の
た
め
、
適
宜
、
読
点
「
、
」
、
並
列
点
「
・
」
を
施
し
た
。

5

ま
た
、
平
出
・
抬
頭
・
闕
字
は
考
慮
し
な
か
っ
た
。

（
）
破
損
・
虫
損
・
汚
損
な
ど
で
判
読
不
能
の
場
合
は
、
字
数
が
推
定
で
き
る
場

6

合
は
字
数
に
応
じ
て
□
で
、
不
明
な
場
合
は
［

］
で
示
し
、
判
読
不

能
の
事
由
は
表
示
し
な
か
っ
た
。

（
）
原
史
料
の
訂
正
部
分
は
、
見
せ
消
し
が
あ
る
場
合
は
該
当
部
分
左
側
に

7

「
〻
」
を
付
し
、
右
側
に
訂
正
字
句
を
示
し
た
。
但
し
、
訂
正
部
分
に
見
せ

消
し
が
な
く
、
単
に
訂
正
字
句
が
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
原
史
料
の
表
記

に
則
し
て
示
し
、
訂
正
部
分
が
判
読
不
能
の
場
合
は
■
で
示
し
た
。

（
）
本
稿
で
は
、
原
史
料
の
記
述
に
則
し
た
翻
刻
と
紹
介
を
目
的
と
す
る
た
め
、

8

内
容
や
地
名
・
人
名
に
か
か
わ
る
注
釈
は
付
さ
な
か
っ
た
。
但
し
、
原
史
料

で
の
明
ら
か
な
誤
記
や
字
句
の
欠
落
な
ど
で
意
味
が
判
然
と
し
な
い
場
合
に

は
（
マ
マ
）
（
原
文
マ
マ
）
と
傍
注
を
付
し
た
。

（
）
押
印
は
該
当
箇
所
に
「
○

印

」
「
□

印

」
で
示
し
、
印
文
は
表
示
し
な
か
っ
た
。

9

（
）
翻
刻
文
の
改
行
は
原
史
料
に
則
し
て
行
頭
を
一
字
下
げ
に
し
て
示
し
た
。
ま

10

た
、
原
史
料
中
の
挿
入
文
は
該
当
箇
所
を
二
字
下
げ
、
和
歌
や
俳
句
は
三
字

下
げ
で
示
し
た
。

（
）
原
史
料
中
の
挿
図
は
、
挿
入
箇
所
を
〔
挿
図
①
〕
と
示
し
、
当
史
料
の
表
紙

11

写
真
と
と
も
に
、
翻
刻
文
の
あ
と
に
一
括
し
て
配
列
し
た
。
ま
た
、
挿
図
中

に
原
注
が
あ
る
場
合
は
そ
の
翻
刻
文
を
付
し
た
。

（
）
原
史
料
中
に
は
差
別
的
用
語
・
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
歴

12

史
史
料
と
し
て
の
性
格
を
考
慮
し
て
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。

（
市
毛

幹
幸
）

【
翻
刻
文
】

「
東
遊
雑
記

上

(

表

紙

題

箋

)

○

印

」

東
遊
雑
記
巻
之
二

□

印

□

印

目
録

高
畑

湯
の
原

羽
州
山
形

長
谷
堂
村

畑
谷
村

中
野

天
童

白
岩

谷
地
村

楯
岡

尾
花
沢

舟
方

新
庄

清
水

最
上
川

酒
田

清
川

藤
嶋

鶴
か
岡
の
城
下

羽
黒
山

湯
村

菅
の
代

湯
温
海

三
瀬
村

大
山
村

酒
田
の
浦

青
塚

吹
浦

□
□
川

汐
越

白
沢

本
庄

松
崎

新
沢

小
栗
村

老
方

大
沼
村

西
馬
音
内
村

杉
の
宮
村

湯
沢

横
手

金
沢

六
郷

花
立
沢

苅
和
野

堺
戸
嶋

久
保
田
城
下
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大
久
保

一
日
市

豊
岡

野
代
浦

東
遊
雑
記
巻
之
二

備
中
古
河
辰
著
□

印

玉
川
と
い
ふ
所
は
三
十
軒
計
の
町
に
て
、
東
に
谷
川
な
か
る
ゝ
、
是
を
玉
川
と
称

す
、
名
所
の
玉
川
に
は
あ
ら
す
、
此
川
に
十
五
間
半
の
橋
を
か
く
る
、
例
の
は
ね
木

を
以
て
面
白
く
巧
し
掛
た
り
、
是
よ
り
越
後
界
の
大
利
峠
ま
て
一
里
十
丁
、
夫
よ
り

（

マ

マ

）

越
後
の
石
船
郡
畑
村
な
り
、
玉
川
よ
り
越
後
の
村
上
へ
十
一
里
、
海
老
江
へ
九
里
、

羽
州
此
辺
の
川
々
、
越
後
へ
流
れ
出
□
と
い
へ
と
も
川
ふ
ね
の
往
来
な
し
、
米
沢

候
の
御
米
は
人
馬
に
て
山
坂
を
運
送
し
て
海
老
江
へ
出
□
、
夫
よ
り
川
ふ
ね
に
て
新

(

マ

マ

、

以

下

同

)

潟
へ
出
し
て
大
坂
へ
ま
は
す
事
な
り
、
玉
川
の
山
中
、
越
後
界
に
は
異
木
・
異
草
多

し
、
蔦
ふ
ぢ
と
称
す
る
あ
り
、
白
き
花
咲
ミ
た
れ
て
見
事
な
る
花
形
な
り
、
山
う
る

し
と
い
ふ
木
は
紅
花
の
実
を
む
す
ひ
て
美
し
き
も
の
な
り
、
此
節
さ
か
り
な
り
、
ヤ

シ
と
い
ふ
木
は
古
木
の
や
と
り
草
に
て
他
国
に
な
き
も
の
と
て
、
御
巡
見
使
へ
土
人

呈
せ
し
な
り
、

〔
挿
図
①
〕

又
、
異
鳥
あ
り
、
土
人
、
日
照
鳥
と
称
す
、
鳩
ほ
と
の
鳥
に
て
、
一
身
朱
の
こ
と

く
に
赤
く
し
て
光
あ
り
、
鳴
声
は
雨
鳥
の
声
に
似
て
高
し
と
の
事
な
り
、
此
鳥
、
深

山
幽
谷
の
ミ
に
住
ん
て
里
に
出
る
事
な
し
、
樵
夫
も
稀
に
見
る
と
い
ふ
、
此
日
も
深

林
に
声
高
く
聞
ゆ
る
の
ミ
に
て
、
鳥
の
形
は
見
へ
す
、
案
内
の
者
の
物
か
た
り
を
記

す
の
ミ
、
大
利
峠
越
後
分
の
山
に
、
蛇
骨
と
称
す
る
も
の
沢
山
に
あ
り
、
相
州
箱
根

山
よ
り
出
る
蛇
骨
と
は
こ
と
な
り
、
予
按
す
る
に
、
諸
州
よ
り
産
す
る
蛇
骨
石
の
類

な
る
へ
し
、
又
、
此
辺
の
谷
川
何
れ
の
川
よ
り
も
胡
せ
う
石
を
産
す
、
上
品
の
奇
石

也
、
胡
せ
う
石
と
い
へ
と
も
、
宿
砂
の
こ
と
く
割
り
て
見
る
に
、
中
ハ
黄
石
也
、
此

（

マ

マ

）

街
道
筋
に
は
、
土
人
、
柴
虫
と
称
す
る
小
な
る
虫
数
多
に
し
て
、
針
有
て
人
を
刺
す
虫

な
り
、
此
虫
に
さ
ゝ
れ
て
大
ひ
に
難
義
せ
し
も
の
多
し
、
通
行
す
る
間
は
お
の

〳
〵

扇
、
あ
る
ひ
ハ
柴
、
あ
る
ひ
は
笹
葉
に
て
ひ
ま
な
く
追
ち
ら
す
事
に
て
、
甚
こ
ま
り

し
事
な
り
、

茸
を
木
の
子
と
称
し
、
上
方
・
江
戸
に
目
な
れ
さ
る
茸
の
大
ひ
な
る
も
の
さ

ま
〳

〵
あ
り
、
い
つ
れ
も
食
せ
す
、
宿
主
、
御
馳
走
に
料
理
に
も
し
て
出
し
ぬ
れ
と

も
、
食
し
な
れ
さ
る
茸
な
り
と
て
食
せ
す
、

谷
川

〳
〵
に
深
き
淵
あ
り
て
、
鱒
魚
の
二
尺
四
・
五
寸
よ
り
三
尺
余
の
鱒
多
し
、

水
練
の
土
人
、
淵
に
入
り
て
と
る
事
な
り
、
此
日
も
御
巡
見
使
御
馳
走
に
四
・
五
人

淵
に
入
て
取
る
を
見
物
せ
し
に
、
〔
挿
図
②
〕

か
く
の
こ
と
き
の
は
り
を
持
て

淵
へ
飛
入
り
、
鱒
の
魚
の
は
ら
へ
か
け
て
取
事
也
、
岩
石
の
下
に
居
る
ゆ
へ
に
外
に

得
や
う
の
な
き
事
と
見
え
た
り
、
此
辺
に
て
は
大
ひ
な
る
鱒
は
価
五
百
銅
ほ
と
に
な

る
事
な
り
、

十
三
日
、
小
国
出
立
、
是
よ
り
米
沢
ま
て
ハ
、
始
め
来
り
し
道
へ
行
戻
り
ゆ
へ
に

宿
付
を
略
す
、
上
に
小
松
よ
り
西
弐
里
に
矢
淵
と
い
ふ
谷
川
よ
り
貝
石
・
蛤
石
出
る
、

ミ
な

〳
〵
夜
し
事
な
り
、
此
所
は
義
家
公
、
家
衡
・
武
衡
御
征
伐
の
時
に
始
て
矢

ヒ

ロ

イ

■
あ
り
し
旧
地
と
い
ふ
、
此
所
に
つ
き
て
高
峰
村
と
い
ふ
に
小
坂
の
館
と
い
ふ
あ
り
、

合

義
家
公
し
は
ら
く
屯
し
玉
ひ
し
山
な
り
と
い
ふ
、

〻

吾
妻
ヶ
岳
の
北
方
、
羽
州
分
に
有
尊
湯
と
称
す
る
温
泉
あ
り
、
至
て
の
熱
湯
な
り
、

此
湯
中
へ
諸
木
を
入
れ
お
け
者
、
五
・
六
年
の
間
に
は
化
し
て
石
と
な
る
、
又
、
熱

湯
の
中
に
虫
を
生
す
、
土
人
、
湯
の
虫
と
称
す
、
湯
上
を
走
り
め
く
る
、
此
虫
を
取

て
服
す
れ
は
積
気
を
治
す
る
こ
と
奇
妙
な
り
、
夏
の
内
、
入
湯
の
者
多
し
、
湯
に
水

（

マ

マ

）



－ 25 －

を
汲
入
て
入
る
事
と
い
ふ
、
上
小
松
大
川
と
い
ふ
川
に
、
太
良
石
と
い
へ
る
琉
瑠
石

（

マ

マ

）

を
見
る
こ
と
き
化
石
す
と
い
ふ
、
す
へ
て
此
辺
に
は
化
石
・
奇
石
の
出
る
所
多
し
、

（

原

文

マ

マ

）

其
地
へ
行
ず
し
て
残
念
に
思
ふ
の
ミ
、
三
枝
候
、
鯨
石
□
上
品
の
石
に
て
化
石
に
あ

（

原

文

マ

マ

）

ら
す
、
鯨
の
生
肉
を
見
る
か
こ
と
し
、

十
四
日
、
米
沢
城
下
止
宿
、
此
所
の
行
戻
り
、
三
度
、
御
休
場
と
な
り
し
也
、
宿

の
主
は
遠
藤
吉
次
郎
と
て
町
年
寄
に
て
、
所
の
長
な
り
、
又
、
渡
辺
久
兵
衛
と
い
へ

る
も
の
と
会
す
、
此
人
も
町
年
寄
に
し
て
豪
家
に
て
、
少
し
文
学
あ
る
人
な
り
、
此

者
へ
羽
州
の
地
図
を
三
日
の
間
預
ケ
見
せ
し
に
大
に
悦
ひ
、
謝
礼
と
し
て
世
に
名
高

き
愛
洲
と
称
す
る
疵
薬
、
静
田
と
い
ふ
蛇
除
の
守
り
を
送
り
ぬ
、
此
二
品
は
米
沢
第

一
の
名
産
に
て
世
人
の
し
る
事
な
り
、
愛
洲
薬
と
い
ふ
ハ
、
竹
股
三
五
郎

六

百

石

取

と
い
ふ

人
の
家
よ
り
出
る
獺
よ
り
伝
へ
し
薬
也
、
世
の
中
に
は
い
ろ

〳
〵
の
怪
し
き
事
を
い

ふ
も
の
也
、
事
な
か
き
故
に
こ
ゝ
に
略
す
、
ま
た
、
胡
せ
う
石
・
水
晶
石
砂
を
沢
山

与
へ
し
事
な
り
し
、

十
九
日
、
米
沢
城
下
発
足
、
四
里
に
し
て
高
畑
、
此
間
に
松
高
山
と
て
、
亀
岡
村

（

マ

マ

）

と
云
所
に
日
本
三
文
殊
と
称
す
る
古
跡
所
あ
り
、
寺
領
百
石
、
寺
院
六
ヶ
寺
、
諸
堂

は
さ
し
て
の
所
に
あ
ら
す
、
高
畠
と
い
ふ
所
は
織
田
左
近
将
監
候
二
万
石
の
御
在
所

な
り
、
山
県
大
弐
か
一
件
に
よ
り
て
此
地

江

移
ら
れ
給
ひ
し
、
新
地
ゆ
え
に
少
し
き

町
な
り
、
是
よ
り
奥
州
刈
田
郡
湯
の
原
へ
三
里
半
、
此
間
に
安
久
洲
村
と
い
ふ
義
家

公
勧
請
の
八
幡
宮
の
社
あ
り
、
案
内
の
者
の
い
ふ
、
当
社
ハ
古
し
へ
よ
り
地
方
に
て

三
千
五
百
□
の
御
朱
印
に
て
、
し
か
も
五
千
石
余
の
社
領
な
る
故
に
、
繁
昌
の
社
頭

な
り
し
に
、
寛
文
五
年
、
社
僧
と
神
主
と
争
論
の
事
あ
り
て
公
訴
に
及
ひ
、
社
僧
負

し
に
よ
り
て
大
ひ
に
怒
り
て
、
御
朱
印
を
焼
す
て
ゝ
他
国
へ
逃
走
る
、
夫
よ
り
三
千

五
百
石
の
社
領
を
没
収
せ
ら
れ
、
其
後
い
ろ

〳
〵
歎
書
を
さ
ゝ
け
、
今
わ
つ
か
に
御

蔵
米
に
て
五
十
俵
下
さ
る
ゝ
と
な
り
、
何
国
に
て
も
馬
鹿
も
の
ゝ
あ
る
も
の
也
、
社

前
に
長
一
丈
余
、
丸
サ
一
抱
半
の
華
表
の
柱
石
二
本
倒
れ
あ
り
、
至
て
古
く
見
へ
、

木
の
化
石
と
思
は
れ
侍
り
し
也
、
湯
の
原
は
奥
州
刈
田
郡
に
て
仙
台
領
に
て
、
山
中

の
町
に
て
五
十
軒
の
所
な
り
、
奥
州
桑
折
の
駅
よ
り
も
福
島
の
駅
よ
り
も
、
上
□
の

山
に
出
る
街
道
筋
に
て
、
奥
羽
の
界
は
新
宿
峠
と
い
ふ
坂
中
に
あ
り
、
さ
て
米
沢
よ

り
し
て
北
東
の
郷
中
は
百
姓
家
よ
く
見
へ
、
富
饒
に
見
ゆ
る
武
家
、
一
村
に
三
軒
も

（

マ

マ

）

五
軒
も
あ
り
、
此
所
に
て
ハ
中
国
・
南
方
の
村
里
に
も
劣
ら
ぬ
や
う
に
思
は
る
ゝ
な

り
、
一
国
の
中
に
て
も
大
［

］
勝
劣
あ
る
事
な
り
、

十
六
日
、
湯
の
原
出
立
、
五
里
余
に
し
て
羽
州
山
形
、
一
里
半
に
し
て
長
谷
堂
村

止
宿
、
湯
の
原
よ
り
も
十
町
は
か
り
も
西
北
に
追
分
あ
り
、
米
沢
及
ひ
会
津
に
行
街

道
と
上
の
山
・
山
形
及
ひ
秋
田
へ
行
追
分
也
、
新
宿
峠
と
称
す
る
坂
ハ
大
難
所
に
て
、

頂
に
不
動
堂
一
宇
、
か
た
は
ら
に
茶
屋
一
軒
あ
り
、
雪
の
深
き
節
旅
人
休
泊
の
為
に

建
し
茶
屋
な
り
、
夫
よ
り
下
り
坂
と
成
て
麓
近
く
金
山
と
い
ふ
町
あ
り
、
此
所
、
餅

の
名
物
に
て
宿
屋
な
と
も
自
由
な
り
、
新
宿
峠
よ
り
は
村
山
郡
に
入
る
、
米
沢
辺
よ

り
人
物
少
し
劣
れ
り
、
婦
人
、
雪
袴
と
云
踏
込
に
似
た
る
も
の
を
着
し
て
農
業
・
山

か
せ
き
甲
斐

〳
〵
し
く
、
上
方
筋
の
婦
人
の
風
と
こ
と
な
り
、
さ
桃
と
称
す
る
木
あ

（

マ

マ

）

り
、
粗
桃
に
似
た
る
物
に
て
、
江
戸
に
も
上
方
に
も
な
き
物
な
り
、
瓜
・
西
瓜
も
作

る
所
あ
り
、
此
節
や
う

〳
〵
花
を
結
ひ
し
事
也
、
今
日
、
土
用
に
入
と
い
へ
と
も
何

れ
も
袷
衣
に
て
、
稲
作
は
見
事
な
る
事
な
り
、
上
の
山
、
此
所
ハ
御
城
主
松
平
山
城

（

原

文

マ

マ

）

守
候
三
万
石
、
市
中
□
概
の
所
な
れ
と
も
、
皆
々
草
葺
・
板
屋
根
に
て
見
く
る
し
き
、

町
の
中
に
温
泉
家
あ
り
、
湯
の
わ
く
所
ハ
町
の
西
に
あ
り
て
、
夫
を
筧
を
も
つ
て

家
々
へ
と
り
て
、
湯
壷
に
入
れ
て
入
湯
す
る
こ
と
な
り
、
熱
湯
に
て
臭
気
も
な
く
、

さ
し
て
功
あ
る
湯
に
は
あ
ら
す
、
疝
積
に
よ
き
と
云
、
此
地
よ
り
直
に
山
形
へ
行
ハ
、
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街
道
筋
に
て
二
里
余
、
巡
見
道
通
行
し
て
長
谷
堂
村
に
行
、
こ
の
道
筋
に
赤
か
け
峠

と
い
ふ
あ
り
、
此
坂
よ
り
山
形
の
郷
中
眼
下
に
あ
り
、
原
野
大
ひ
に
ひ
ら
け
、
凡
十

万
石
も
あ
ら
ん
と
覚
し
き
所
、
畳
を
敷
し
こ
と
く
の
田
所
な
り
、
此
節
、
紅
花
の
盛

り
に
て
美
敷
事
に
し
て
、
上
々
国
の
風
土
に
見
へ
し
な
り
、
か
ゝ
る
地
は
上
方
・
中

国
に
は
な
し
、
ひ
ろ

〳
〵
と
せ
し
郷
村
な
り
、
西
の
か
た
を
見
れ
者
雅
な
る
山
々
並

ひ
立
て
、
其
中
に
雪
し
ろ

〳
〵
と
一
た
ん
高
く
月
山
を
見
る
、
眺
望
い
は
ん
か
た
な

く
、
旧
友
に
も
見
せ
た
き
心
生
し
て
古
郷
を
思
ひ
出
し
ぬ
、
長
谷
堂
と
い
ふ
は
和
州

長
谷
寺
の
観
音
同
仏
と
て
、
い
ろ

〳
〵
の
縁
記
を
い
ふ
、
例
の
仏
説
お
も
し
ろ
か
ら
（

マ

マ

、

以

下

同

）

ね
□
記
さ
す
、

十
七
日
、
長
谷
堂
村
出
立
、
三
里
余
に
し
て
畑
谷
村
休
、
山
形
止
宿
、
御
城
主
秋

元
摂
津
守
候
六
万
石
、
城
は
平
城
に
し
て
、
街
道
よ
り
ち
ら

〳
〵
見
ゆ
る
計
也
、
昔

時
は
最
上
出
羽
守
義
光
・
家
光
・
義
俊
居
城
に
て
、
大
ひ
に
繁
茂
せ
し
所
ゆ
え
に
町

の
長
サ
壱
里
半
余
、
今
ハ
大
に
衰
へ
て
見
苦
し
き
町
な
り
、
端
々
□
至
て
は
乞
食
小

屋
同
前
の
家
居
也
、
千
と
せ
山
、
風
俗
よ
き
山
な
り
、
阿
古
屋
の
松
は
幾
度
も
植
継

し
、
松
な
か
ら
遠
見
大
樹
に
見
ゆ
る
也
、
麓
に
木
仏
の
大
仏
あ
り
、
万
松
寺
、
さ
し

て
の
寺
な
ら
す
、
然
と
も
古
跡
所
に
て
殊
勝
の
寺
な
り
、
阿
古
屋
御
前
の
墳
墓
あ
り

て
縁
記
に
委
し
、
予
、
信
し
か
た
け
れ
は
爰
に
記
さ
す
、
す
へ
て
の
風
景
あ
し
か
ら

ぬ
所
な
り
、
山
形
の
町
に
高
さ
一
丈
余
の
青
色
の
石
あ
り
、
土
人
、
市
の
神
と
云
、

此
石
、
奇
石
と
見
へ
、
至
て
う
つ
く
し
き
石
に
て
望
に
思
ひ
し
事
也
、
此
郷
中
を
土

人
は
云
に
及
ハ
す
、
国
中
よ
り
も
最
上
と
称
す
、
最
上
郡
に
あ
ら
す
、
村
上
郡
也
、

（

マ

マ

）

予
按
る
に
、
最
上
氏
代
々
此
地
に
居
城
あ
り
し
故
、
い
ひ
な
ら
は
せ
し
物
な
る
へ
し
、

古
松
軒

万
代
も
朽
ぬ
あ
こ
や
の
松
の
み
に

ち
と
せ
の
山
も
か
ひ
や
な
か
ら
む

山
形
に
光
源
寺
と
称
す
る
寺
あ
り
、
最
上
氏
墳
墓
の
地
に
て
最
上
義
光
の
墓
あ
り
、

百
万
石
の
節
、
建
立
あ
り
し
寺
故
に
境
内
広
し
と
い
へ
と
も
、
大
に
衰
へ
し
と
見
へ

た
り
、
町
家
は
い
ふ
に
及
は
ず
、
在
中
馬
を
あ
ま
た
持
所
に
て
、
畑
方
は
残
り
な
く

紅
花
を
う
ゆ
る
事
な
り
、
百
性
家

〔
挿
図
③
〕

は
ミ
な

〳
〵
土
間
住
居
に
し
て
床
を
あ
け
し
家
ハ
稀
な
り
、
町
家
に
て
も
中
以
下
は

土
間
く
ら
し
な
り
、
是
ま
て
通
行
せ
し
町
々
は
何
れ
の
町
に
て
も
、
真
中
に
溝
を
付

て
流
を
取
て
あ
り
、
山
形
は
町
の
両
方
に
清
き
な
か
れ
あ
り
、
又
、
町
の
名
に
二
日

町
・
三
日
町
、
或
は
十
五
日
町
、
或
ハ
廿
日
町
抔
と
印
の
木
を
建
て
あ
り
、
市
日
を

も
つ
て
町
の
名
と
す
る
事
な
り
、
ま
た

〳
〵
、
在
々
の
傍
に
は
大
石
を
建
、
庚
申
待

・
巳
待
・
子
待
・
十
三
夜
・
廿
三
夜
な
と
ゝ
彫
刻
せ
し
石
碑
か
す

〳
〵
あ
り
、
中
国

・
西
国
に
て
四
ツ
辻

〳
〵
に
地
蔵
仏
を
建
し
こ
と
く
な
り
、
国
風
と
思
ハ
れ
し
な
り
、

上
の
山
と
山
形
の
間
に
高
湯
村
と
い
ふ
あ
り
、
此
地
に
温
泉
あ
り
て
、
至
て
の
熱
湯

に
て
湧
出
る
事
夥
し
、
此
水
、
須
川
と
い
ふ
川
に
入
る
、
此
故
に
川
魚
な
し
、
硫
黄

の
気
つ
よ
き
故
と
い
ふ
、
こ
の
温
泉
の
地
に
は
ゆ
か
す
、

名
所
の
羽
束
師
川
の
事
を
尋
し
に
詳
な
ら
す
、
山
形
よ
り
奥
州
に
往
来
す
る
二
口

越
と
い
ふ
山
中
よ
り
流
れ
出
る
川
と
い
ふ
の
ミ
に
て
、
実
跡
を
し
る
も
の
な
し
、
山

寺
と
称
す
る
古
跡
所
と
二
口
越
に
ゆ
く
道
筋
に
て
自
然
石
の
石
橋
も
あ
り
て
、
絶
景

の
地
と
聞
な
か
ら
、
御
巡
見
所
に
あ
ら
さ
れ
者
ゆ
か
す
、
至
て
残
念
の
事
に
思
ひ
し

事
な
り
、
此
山
中
よ
り
自
然
な
る
塔
石
出
る
、
石
好
の
人
は
よ
く
し
る
処
な
り
、
山

形
よ
り
は
此
所
へ
三
里
あ
り
と
い
ふ
、

山
形
の
宿
主
、
佐
久
間
善
蔵
よ
り
図
を
見
せ
し
に
よ
り
あ
ら

〳
〵
写
し
ぬ
、
山
形
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よ
り
は
仙
台
へ
ゆ
く
街
道
も
あ
り
、
奥
羽
の
界
を
笹
谷
越
と
い
ふ
、
大
難
所
と
土
人

の
物
語
り
な
り
し
、

そ
の
ま
ゝ
に
山
井
の
水
の
□
ミ
も
せ
□

〔
挿
図
④
〕

世
に
な
か
れ
ぬ
る
は
つ
か
し
の
川

十
八
日
、
山
形
城
下
出
立
、
三
里
余
に
し
て
中
野
、
三
里
に
し
て
天
童
の
駅
止
宿
、

此
道
筋
に
在
町
多
し
、
在
中
よ
り
御
巡
見
物
見
に
男
女
大
勢
出
る
を
見
し
に
、
人
物

ハ
さ
し
て
か
は
ら
す
と
い
へ
と
も
、
婦
人
、
化
粧
す
る
と
い
ふ
こ
と
の
な
き
故
に
見

に
く
し
、
人
形
も
衣
裳
と
や
ら
、
婦
人
は
少
し
ハ
つ
く
ろ
ふ
へ
き
も
の
な
り
、

此
辺
よ
り
山
々
を
遠
見
せ
し
に
月
山
に
及
ふ
山
な
し
、
大
衡
山
・
帝
釈
山
・
葉
黒

山
・
湯
殿
山
い
つ
れ
も
中
国
筋
・
西
国
に
は
な
き
高
山
な
り
、
奥
州
の
白
坂
よ
り
入

て
数
郡
残
り
な
く
巡
見
し
て
、
山
々
の
勝
劣
、
第
一
月
山
、
第
二
飯
豊
山
、
第
三
吾

妻
か
岳
な
り
、
何
れ
も
四
季
に
雪
あ
り
、
大
山
と
知
る
へ
し
、
世
に
知
る
大
沼
と
い

ふ
処
へ
、
此
辺
よ
り
ハ
わ
つ
か
に
六
・
七
里
の
所
と
い
へ
と
も
、
御
巡
見
所
に
あ
ら

さ
れ
ハ
ゆ
か
す
、
至
て
残
念
に
思
ひ
し
故
に
、
案
内
の
も
の
ハ
い
ふ
に
お
よ
は
ず
、

村
々
の
役
人
、
町
々
の
年
寄
な
と
へ
近
よ
り
て
尋
ね
聞
し
に
、
大
沼
へ
度
々
参
詣
せ

し
者
の
い
ふ
、
山
の
頂
に
方
百
四
・
五
十
間
と
覚
し
き
沼
あ
り
、
か
た
は
ら
に
大
沼

権
現
と
称
す
る
社
あ
り
て
、
別
当
は
山
伏
に
て
少
し
き
寺
院
な
り
、
扨
、
沼
の
中
、

浮
島
六
十
六
島
、
大
ひ
な
る
島
、
方
五
・
六
尺
、
小
な
る
島
ハ
わ
つ
か
方
壱
尺
計
、

諸
草
生
し
て
あ
り
、
諸
人
参
詣
す
れ
は
、
山
伏
出
て
何
れ
の
島
は
何
の
島
、
此
島
は

何
の
国
と
、
島
の
大
小
に
よ
り
て
六
十
六
ヶ
国
に
表
し
、
信
心
な
る
人
の
目
に
ハ
こ

と
〳

〵
く
島
々
見
へ
わ
た
り
、
不
信
心
の
人
に
ハ
や
う

〳
〵
十
島
か
十
五
島
な
ら
て

ハ
見
へ
す
、
願
□
あ
る
人
は
志
す
所
の
島
の
う
こ
き
や
う
に
よ
り
て
、
吉
凶
を
知
る

と
い
ふ
、
此
事
至
て
あ
や
し
き
事
に
思
ひ
、
信
せ
さ
る
事
な
か
ら
も
数
度
尋
見
し
に
、

何
れ
も
相
違
な
き
事
に
物
語
せ
し
な
り
、
疑
ふ
ま
し
き
埒
も
な
き
虚
説
と
は
思
ひ
な

か
ら
も
、
智
あ
る
人
に
会
せ
は
、
委
敷
尋
と
は
ん
と
思
ひ
お
り
し
に
、
山
形
宝
憧
寺

の
客
僧
に
林
山
と
称
す
る
文
学
も
あ
る
出
家
に
会
せ
し
か
は
、
尋
問
し
に
、
林
山
の

い
わ
く
、
拙
僧
ハ
常
州
水
戸
辺
の
産
に
て
、
先
達
て
此
怪
事
を
承
り
、
当
国
へ
参
り
、

早
々
大
沼
へ
参
詣
し
て
委
敷
見
聞
せ
し
に
、
寛
文
年
中
の
頃
に
や
、
山
伏
の
曲
者
あ

り
て
い
ろ

〳
〵
巧
を
な
し
、
大
木
の
く
り
ぬ
き
を
丸
く
し
、
夫
に
色
々
の
草
木
を
植

て
彼
沼
に
浮
め
、
俗
物
を
あ
や
か
せ
し
に
よ
り
、
近
郷
の
愚
盲
な
る
人
々
、
大
に
評

判
し
て
群
参
を
な
せ
し
よ
り
、
他
国
へ
聞
へ
し
事
に
て
、
和
漢
三
才
図
絵
・
里
人
談

な
と
に
顕
は
し
、
世
人
の
し
る
所
と
な
り
し
な
り
、
か
ゝ
る
怪
跡
、
い
に
し
へ
よ
り

実
に
あ
り
し
事
な
ら
は
、
古
き
書
に
記
し
、
風
土
記
な
と
に
は
書
落
す
こ
と
に
は
あ

ら
す
、
や
□

〳
〵
百
年
以
来
の
事
跡
に
て
、
其
妄
説
を
考
へ
た
ま
へ
と
あ
り
し
故
に
、

忽
ち
疑
ひ
の
は
れ
し
事
な
り
、

予
、
不
審
に
思
ふ
事
は
、
奥
州
の
界
に
て
七
日
原
と
い
ふ
所
な
り
、
此
地
は
奥
州

分
に
て
仙
台
の
大
夫
片
倉
氏

白

石

城

主

の
牧
あ
り
、
此
所
よ
り
駒
を
生
す
る
事
、
例
年
夥
し

く
、
羽
州
の
民
人
、
此
駒
を
買
求
め
て
作
業
の
た
す
け
と
す
、
七
日
原
と
い
ふ
地
は

雪
深
き
所
に
て
、
冬
月
に
は
一
丈
余
も
積
る
と
い
へ
り
、
か
ゝ
る
地
に
て
駒
の
数
々

産
す
る
事
ハ
如
何
の
訳
あ
る
や
、
予
、
此
所
へ
至
ら
す
、
定
て
ゆ
え
あ
る
へ
し
、

六
月
十
九
日
、
天
童
郡
御
発
駕
、
四
里
余
に
し
て
白
岩
、
二
里
に
し
て
谷
地
村
止

宿
、
天
童
沢
愛
宕
の
宮
、
御
巡
見
所
な
り
、
社
領
三
百
四
十
石
、
別
当
を
大
輪
寺
と

（

マ

マ

）

い
ふ
、
山
形
大
黒
山
宝
憧
寺
持
に
て
、
院
代
を
徳
集
院
と
号
す
、
此
山
は
古
跡
所
に

て
天
童
式
部
太
夫
と
云
し
人
の
古
城
跡
也
、
仙
台
候
の
家
士
に
は
天
童
氏
あ
り
、
式

部
太
輔
の
子
孫
な
り
、
天
童
駅
の
西
二
里
に
最
上
川
あ
り
、
須
川
・
乱
川
・
白
岩
川
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此
外
の
小
川
の
中
、
い
つ
れ
も
最
上
川
に
流
れ
入
る
、
此
川
の
か
た
は
ら
に
寒
川
と

い
ふ
よ
き
町
あ
り
、
寒
川
と
書
て
サ
ワ
イ
と
称
す
、
此
地
は
御
代
官
所
に
て
此
辺
の

遊
里
に
て
、
人
物
・
言
語
も
よ
く
、
上
方
め
き
し
町
也
、
白
岩
の
西
南
に
瑞
宝
山
恵

恩
寺
と
号
す
る
寺
あ
り
て
、
寺
領
二
千
七
百
石
余
、
地
方
に
て
五
千
石
あ
り
と
い
ふ
、

波
羅
門
僧
正
の
開
基
に
て
千
六
十
余
年
に
な
る
旧
地
に
て
、
僧
房
四
十
四
ヶ
寺
、
山

伏
家
数
十
軒
、
別
当
三
ヶ
寺
に
て
、
年
番
□
て
廻
り

〳
〵
山
の
頭
と
な
る
古
例
也
、

一
ヶ
寺
、
最
上
院
と
号
し
、
東
叡
山
の
末
寺
に
て
天
台
宗
な
り
、
此
寺
山
伏
に
て
五

ヶ
寺
を
広
元
の
嫡
流
と
い
ひ
伝
ふ
、
一
ヶ
寺
を
花
蔵
院
と
云
て
真
言
宗
、
御
室
の
末

寺
な
り
、
一
ヶ
寺
を
宝
蔵
院
と
い
ひ
て
、
是
も
真
言
宗
に
て
高
野
山
の
末
寺
な
り
、

古
し
へ
よ
り
伝
ハ
る
宝
物
数
多
な
り
、
仏
作
と
称
す
る
物
お
ほ
し
、
爰
に
略
す
、

兜
石
、
高
サ
八
寸
五
分
前
後
、
差
渡
し
壱
尺
六
寸
、
横
壱
尺
四
寸
、
八
幡
座
に
菊

の
形
あ
り
、
面
の
方
に
吹
返
し
左
右
に
あ
り
、
正
面
よ
り
見
る
時
ハ
真
の
兜
を
見
る

に
ひ
と
し
、
似
像
の
石
な
か
ら
、
兜
の
化
石
か
と
う
た
か
は
る
世
に
珍
ら
し
き
石
な

り
、
江
州
石
亭
な
と
に
見
せ
な
は
、
千
金
を
出
し
て
も
求
む
へ
き
奇
石
な
り
、
此
石
、

羽
州
村
山
郡
山
岩
村
、
此
所
少
し
き
町
な
り
、
馬
橋
卯
蔵
と
い
ふ
人
の
庭
に
あ
り
、

（

マ

マ

）

所
望
に
思
ひ
し
か
と
も
、
重
サ
五
貫
目
の
石
な
れ
ハ
い
か
ん
と
も
な
し
難
し
、

廿
日
、
谷
地
出
立
、
三
里
に
し
て
楯
岡
、
三
里
に
し
て
尾
花
沢
の
駅
止
宿
、
御
宿

主
、
鈴
木
久
右
衛
門
と
い
ふ
豪
家
な
り
、
昔
時
、
此
所
芭
蕉
の
門
人
清
風
と
云
し
人

あ
り
て
芭
蕉
翁
を
請
待
せ
ら
る
、
依
て
此
辺
に
ハ
芭
蕉
の
事
跡
多
し
、
清
風
の
事
を

尋
し
に
、
今
ハ
孫
の
代
に
て
、
家
衰
へ
風
雅
の
道
ハ
［

］
ぬ
人
と
い
ひ
ぬ
、

御
宿
の
庭
に
檜
の
化
石
あ
り
、
高
サ
六
尺
余
に
て
丸
サ
七
・
八
尺
、
枝
あ
り
て
と
も

に
石
な
り
、
上
方
筋
に
有
な
は
称
誉
す
へ
き
化
石
に
あ
ら
す
や
、
此
尾
花
沢
の
駅
ハ

古
へ
よ
り
大
［

］
馬
市
あ
る
所
に
し
て
、
奥
羽
の
駒
数
千
疋
引
来
り
て
売
買

を
す
る
に
、
口
入
の
者
、
此
馬
何
両
何
歩
何
百
と
直
段
し
て
、
馬
主
、
右
の
直
段
に

売
ら
さ
れ
ハ
、
口
入
、
人
手
を
以
て
馬
主
を
擲
く
、
一
打
か
百
文
、
二
打
か
弐
百
文
、

打
擲
す
る
度
々
に
直
段
の
上
る
事
な
り
、
ま
け
ろ

〳
〵
と
い
ひ
て
打
擲
□
数
に
て
増

減
あ
る
な
り
、
此
故
に
喧
嘩
の
如
く
、
中
に
ハ
天
窓
な
と
を
つ
よ
く
た
ゝ
か
れ
て
、

是
非
な
る
売
る
人
も
あ
り
、
逃
走
る
も
あ
り
て
賑
ハ
し
き
市
な
り
と
土
人
物
語
り
し
、

（

マ

マ

）

す
へ
て
奥
羽
に
ハ
何
に
て
も
商
売
を
す
る
に
打
擲
く
事
、
国
風
な
り
、
世
に
は
お
か

し
き
事
も
あ
る
も
の
な
り
、

廿
一
日
、
尾
花
沢
出
立
、
三
里
三
十
四
丁
に
し
て
舟
方
、
二
里
九
丁
に
し
て
新
庄

止
宿
な
り
、
尾
花
沢
よ
り
最
上
川
に
そ
ひ
て
西
北
に
行
、
舟
方
よ
り
二
十
丁
、

〔
挿
図
⑤
〕

猿
刎
峠
と
云
坂
あ
り
、
此
頂
よ
り
最
上
領
に
て
、
新
庄
侯
の
領
な
り
、
戌
亥
に
鳥
海

山
を
見
、
西
南
の
間
に
月
山
を
見
る
、
此
日
は
□
□
め
て
両
山
□
も
に
峰
は
見
へ
す
、

土
人
い
ふ
、
月
山
よ
り
も
鳥
海
山
高
し
と
な
り
、
新
庄
は
戸
沢
侯
、
能
所
に
て
、
六

万
八
千
石
余
の
御
城
下
に
て
一
筋
町
長
し
、
郷
中
大
概
な
り
、
人
物
ミ
な
、
言
葉
、

山
形
辺
よ
り
ハ
お
と
れ
り
、
尤
、
最
上
川
に
船
の
往
来
あ
り
て
、
酒
田
へ
の
通
行
よ

く
、
上
ミ
か
た
へ
の
た
よ
り
は
自
然
な
り
、
市
中
み
な

〳
〵
草
葺
の
家
居
に
て
、
大

（

原

文

マ

マ

）

家
太
郎
兵
衛
と
い
ふ
町
年
寄
な
り
、
町
の
入
口
に
碑
石
あ
り
、

水
の
浮
氷
室
た
つ
ぬ
る
柳
影

芭
蕉

石
碑
の
う
ら
に
、

涼
し
さ
や
行
さ
き

〳
〵
に
最
上
川

廿
二
日
、
新
庄
出
立
、
三
里
に
し
て
清
水
、
此
所
、
最
上
川
に
そ
ひ
し
町
に
て
、

是
よ
り
酒
田
の
湊
へ
舟
路
一
里
、
陸
も
同
し
、
川
舟
の
往
来
や
う

〳
〵
十
九
里
の
間

も
新
庄
よ
り
清
水
ま
て
の
間
々
に
百
合
多
く
生
て
、
花
の
大
な
る
は
牡
丹
の
こ
と
く
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な
り
、
根
を
ほ
り
て
見
る
に
大
サ
□
柑
の
如
し
、
又
、
桔
梗
多
し
、
色
こ
く
花
の
大

サ
径
□
五
寸
、
海
内
外
に
て
有
ま
し
き
事
と
て
人
々
評
判
せ
り
、
江
戸
・
上
方
す
し

に
あ
ら
は
愛
翫
す
へ
き
桔
梗
な
り
、
清
水
よ
り
清
川
へ
七
里
、
古
例
あ
り
て
戸
沢
侯

よ
り
御
船
を
出
さ
れ
、
御
巡
見
御
三
頭
、
舟
に
乗
ら
せ
ら
れ
御
下
り
な
り
、
舟
ハ
急

流
の
川
を
往
来
す
る
船
ゆ
ゑ
、
丈
夫
に
制
シ
て
あ
り
、
長
拾
弐
間
、
横
一
間
弐
尺
、

他
国
に
て
見
な
れ
さ
る
造
り
や
う
な
り
、
至
て
丈
夫
の
舟
な
り
、
六
人
同
舟
と
称
す
、

櫓
ハ
な
く
て
、
右
に
図
す
る
こ
と
き
物
を
三
丁
、
舟
の
へ
さ
き
に
て
水
を
か
く
、
又
、

〔
挿
図
⑥
〕

〔
挿
図
⑦
〕

〔
挿
図
⑧
〕

此
棒
は
舟
の
岩
に
よ
り
、
岸
に
よ
る
時
に
用
ゆ
る
な
り
、
棹
に
ハ
用
ひ
す
、
登
り
に

ハ
綱
に
て
引
上
［

］
い
ふ
、
外
に
小
船
あ
り
、
横
わ
つ
か
に
弐
尺
五
寸
、
長

サ
五
間
、
細
長
き
造
り
や
う
に
て
他
国
に
見
へ
す
、
土
人
、
稲
舟
と
い
ふ
、
か
ふ
り

を
ふ
る
こ
と
く
舟
の
頭
を
よ
く
ふ
る
な
り
、

羽
州
に
て
ハ
山
川
に
橋
杭
の
な
き
か
多
し
、
何
れ
も
右
に
図
す
る
が
こ
と
く
か
け

し
も
の
也
、
予
、
諸
州
に
於
て
橋
杭
の
な
き
を
数
々
見
し
に
、
□
木
を
以
て
掛
し
橋

は
数
多
な
り
、
□
く
の
こ
と
く
せ
し
□
初
て
見
し
故
に
□
し
置
な
り
、
利
方
よ
き
巧

の
橋
な
り
、

御
三
方
は
館
造
り
の
舟
三
艘
、
供
舟
□
数
艘
に
て
出
船
あ
り
し
に
、
此
日
は
空
の

も
や
う
あ
し
く
、
四
里
計
も
下
り
し
頃
よ
り
、
大
雨
し
き
り
に
ふ
り
て
篠
を
つ
く
か

こ
と
く
、
暴
風
・
雷
震
し
け
く
、
四
方
闇
く
な
り
て
、
い
か
ん
と
も
な
し
か
た
し
、

抑
、
此
最
上
川
と
い
へ
る
は
、
海
内
第
一
の
早
川
に
し
て
流
は
滝
の
こ
と
く
、
左
右

ハ
大
山
峨
々
と
し
て
き
そ
ひ
か
ゝ
り
、
舟
を
よ
す
る
便
更
に
な
し
、
と
や
角
と
せ
し

内
に
、
風
い
よ

〳
〵
強
く
な
り
て
、
御
三
頭
の
館
は
み
ち
ん
に
吹
く
つ
し
、
引
舟
・

供
舟
各
水
を
汲
ん
て
ち
り

〳
〵
と
な
り
、
戸
沢
侯
よ
り
御
馳
走
□
出
た
る
役
人
、
此

方
の
供
舟
を
吹
ち
ら
さ
れ
、
船
中
の
も
の
は
一
身
を
雨
に
ひ
た
し
、
船
頭
を
は
し
め

水
主
に
至
る
ま
て
も
用
に
立
も
の
更
に
な
く
、
た
ゞ
十
方
に
暮
、
胆
を
け
し
て
あ
き

（

マ

マ

）

る
ゝ
計
な
り
、
既
に
川
口
久
助
君
の
船
へ
水
を
汲
て
、
上
を
下
へ
と
ま
せ
か
え
し
、

危
き
こ
と
い
は
ん
か
た
な
し
、
程
な
く
日
も
暮
て
闇
と
成
り
、
風
強
く
て
火
を
□
ほ

す
こ
と
な
ら
□
、
古
例
に
よ
り
て
、
戸
沢
侯
よ
り
川
口
の
瀬
毎
［

］
人
足
と

称
し
て
、
裸
に
て
弐
拾
余
人
、
用
心
の
た
め
さ
し
出
さ
る
ゝ
こ
と
な
り
、
此
人
足
も

何
も
す
へ
き
や
う
な
き
よ
し
、
予
か
乗
り
し
船
は
仕
合
よ
く
、
柳
の
木
に
お
の

〳
〵

取
付
て
、
や
う

〳
〵
に
舟
を
止
め
、
夫
よ
り
岩
石
に
取
付
、
樹
木
の
枝
を
た
よ
り
に

陸
に
上
る
、
戸
沢
侯
よ
り
数
百
人
の
人
数
を
出
し
給
ひ
て
、
爰
の
谷
、
か
し
こ
の
道

よ
り
、
こ
な
た
の
方
へ
来
り
た
ま
へ
と
声
々
□
呼
ハ
る
故
、
其
声
を
便
り
と
し
て
行

し
に
、
茅
屋
の
□
け
れ
は
皆
々
大
に
悦
ひ
、
焼
火
を
し
て
身
を
あ
た
た
め
し
也
、
此

所
は
土
湯
と
い
へ
る
所
に
て
樵
夫
の
家
十
軒
計
あ
り
、
谷
ゆ
へ
其
人
々
を
わ
け
て
一

夜
を
こ
□
に
や
と
り
し
事
な
り
、
此
夜
は
主
人
の
行
衛
も
家
□
□
行
衛
も
し
ら
す
に
、

船
の
く
つ
か
へ
り
し
事
や
ら
主
従
わ
か
れ

〳
〵
に
な
り
し
事
に
て
、
皆
々
周
章
、
こ

と
葉
に
も
筆
に
も
尽
し
か
た
く
、
危
き
事
限
り
な
し
、
此
川
ハ
早
川
と
い
ふ
の
ミ
に

し
て
、
さ
し
て
大
河
と
い
ふ
に
も
あ
ら
す
、
此
頃
雨
し
げ
く
、
常
水
よ
り
ハ
三
尺
計

も
水
ま
し
て
、
か
く
の
こ
と
し
と
舟
人
の
い
ひ
し
也
、
見
る
所
、
東
海
道
天
竜
川
の

常
水
ほ
と
ハ
な
か
り
し
や
［

］
思
ハ
れ
侍
り
し
な
り
、
夜
明
て
爰
か
し
こ
と

□
あ
［

］
、
皆
々
安
堵
の
思
ひ
を
な
せ
し
な
り
、
此
船
に
て
下
す
事
は
遊
山

舟
の
や
う
に
思
ひ
て
、
二
・
三
日
以
前
よ
り
も
御
巡
見
使
を
は
し
め
、
各
た
の
し
ミ

に
お
も
ひ
し
に
、
案
外
の
事
ゆ
ゑ
腹
立
も
あ
り
、
危
を
の
か
れ
し
と
悦
も
あ
り
、
さ
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ま
〳

〵
な
り
し
事
な
り
、

予
、
画
に
う
と
く
し
て
最
上
川
の
図
似
た
る
所
更
に
な
し
、
左
右
の
山
峨
々
と

し
て
、
岩
ノ
石
そ
び
へ
掛
［

］
、
左
に
記
す
滝
あ
ま
た
に
し
て
風
景
あ

り
、
［

］
所
せ
ま
く
し
て
聞
し
ほ
と
の
景
に
ハ
あ
ら
す
、
清
水
よ
り
清

川
へ
七
里
の
船
路
と
い
へ
と
も
、
八
・
九
里
も
あ
り
、
山
川
、
早
川
に
て
あ
や

う
く
、
折
ふ
し
く
つ
か
へ
り
て
死
亡
の
者
あ
り
と
、
土
人
の
物
か
た
り
な
り
、

此
頃
は
既
に
清
川
の
者
二
人
死
亡
せ
し
と
な
り
、

古
歌
に
、

よ
み
人
し
ら
す

最
上
川
の
ほ
れ
は
く
た
る
い
な
舟
の

い
な
に
ハ
あ
ら
す
こ
の
月
は
か
り

頭
光
滝

佐
々
木
の
明
神

危
日
滝

千
本
の
滝

□
木
沢
滝

鷹
巣
滝

馬
の
爪
滝

葛
の
滝

舟
か
な
石

〔
挿
図
⑨
〕

八
幡
の
礫
石

ナ
タ
レ
滝

柳
滝

七
滝

ウ
ル
シ
滝

大
の
滝

早
滝

滝
く
ら
べ
滝

タ
ハ
ネ
滝

錦
明
神

浮
石

石
滝

白
糸
滝

何
れ
も
雅
な
る
名
の
あ
り
て
、
や
さ
し
く
聞
ゆ
れ
と
も
、
景
あ
る
に
は
あ
ら
す
、

案
内
の
者
の
記
を
写
し
侍
る
な
り
、
清
水
よ
り
清
川
ま
て
の
川
筋
に
斯
の
如
し
、

廿
三
日
、
漸
々
清
川
に
着
船
し
て
、
其
侭
発
足
し
て
三
里
五
丁
、
藤
し
ま
の
町
に

い
た
り
、
二
里
半
に
し
て
鶴
岡
城
下
止
宿
、
戸
沢
侯
の
御
領
分
を
見
る
に
豪
家
も
な

く
、
人
足
に
出
し
者
も
み
た
り
に
て
、
制
度
正
し
く
見
へ
す
、
清
川
は
旧
地
に
し
て

古
記
書
に
も
顕
せ
し
所
に
て
、
王
子
と
て
義
経
記
に
も
し
る
せ
し
社
あ
り
、
此
社
に

義
怪
公
の
奉
納
の
太
刀
あ
る
事
、
古
書
に
も
見
へ
し
事
故
に
土
人
に
尋
見
し
に
、
今

（

マ

マ

）

は
焼
失
し
て
な
し
と
い
ふ
、
清
川
よ
り
ハ
酒
井
侯
の
御
知
行
所
に
て
、
豪
家
も
見
へ

て
、
風
俗
も
よ
ろ
し
く
見
へ
侍
り
し
な
り
、

鶴
ヶ
岡
は
酒
井
侯
左
衛
門
尉
十
四
万
石
余
の
御
城
地
に
て
則
御
城
下
な
り
、

［
］
は
大
宝
寺
の
城
と
号
し
て
、
最
上
義
光
居
城
有
し
時
に
初
て
鶴
か
岡
と

ソ

ノ

カ

ミ

改
名
す
、
庄
内
と
い
ふ
も
此
地
の
事
也
、
酒
井
侯
、
政
事
正
し
く
、
清
川
よ
り
ハ
在

々
に
至
る
ま
て
、
民
家
の
も
よ
ふ
き
れ
い
な
り
、
富
饒
の
百
性
も
あ
ま
た
見
へ
、
人

足
に
出
る
者
も
衣
服
賤
し
か
ら
す
、
馬
な
と
も
肥
ふ
と
り
、
か
ゝ
り
も
美
々
し
く
、

山
川
草
木
、
上
々
国
の
風
土
な
り
、
十
万
石
も
有
な
ん
と
思
ふ
郷
中
も
見
へ
、
是
ま

て
通
行
せ
し
所
々
の
及
ふ
事
に
あ
ら
す
、
よ
き
地
の
第
一
と
各
評
判
せ
し
也
、
市
中

も
寒
国
故
に
、
板
ふ
き
・
草
ふ
き
の
家
居
な
か
ら
、
会
津
の
若
松
・
二
本
松
・
白
川
・

米
沢
何
れ
も
十
万
石
余
の
城
下
な
れ
と
も
、
鶴
か
岡
に
く
ら
へ
見
れ
ハ
大
ひ
に
勝
劣

あ
り
、
酒
田
の
津
へ
遠
か
ら
さ
れ
ハ
上
方
筋
へ
の
便
り
も
よ
く
、
海
魚
も
高
直
な
か

ら
自
由
な
り
、
城
は
往
来
よ
り
ハ
委
敷
見
へ
す
、
ち
ら

〳
〵
見
ゆ
る
計
也
、
米
の
沢

山
な
る
地
に
て
下
民
と
い
へ
と
も
、
平
生
、
米
を
食
し
、
貧
し
き
者
は
サ
カ
ノ
葉
を

米
に
交
へ
喰
ふ
事
な
り
、
サ
カ
と
い
ふ
は
、
土
人
、
ツ
ク
ナ
シ
と
も
い
ふ
、
山
ウ
ツ

キ
と
も
い
へ
り
、
卯
の
木
に
は
あ
ら
す
、
沢
山
に
あ
る
も
の
な
り
、
人
足
に
出
し
も

の
ゝ
簑
を
見
る
に
、
至
て
雅
な
る
も
の
に
て
、
所
望
に
思
ひ
し
程
也
、
竜
の
髭
と
称

す
る
糸
の
こ
と
く
細
き
海
草
に
て
、
色
は
う
す
黒
く
、
上
方
に
あ
る
簑
と
違
ひ
上
品

な
る
も
の
に
し
て
、
雪
中
な
と
に
は
一
し
ほ
よ
ろ
し
か
ら
ん
と
思
ひ
し
な
り
、
ま
た
、
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荷
す
り
と
称
し
、
唐
人
の
服
に
似
た
る
帯
き
は
に
か
ゝ
る
袖
な
し
羽
織
、
え
り
の
な

き
衣
を
着
し
、
脚
半
は
山
す
け
に
て
、
図
の
如
く
な
る
も
の
に
て
、
た
は
粉
道
具
も

左
の
こ
と
き
雅
物
な
り
、
ほ
く
ち
は
古
木
を
焼
て
灰
と
し
、
火
打
を
ほ
く
ち
入
に

〔
挿
図
⑩
〕

か
け
置
て
、
石
を
以
て
火
を
打
こ
み
て
、
火
の
つ
く
や
う
に
し
て
あ
り
、
い
つ
れ
も

他
国
に
て
目
な
れ
ぬ
も
の
に
て
、
お
も
し
ろ
き
物
と
て
求
め
し
人
も
あ
り
、
寒
き
節

の
頭
巾
と
て
、
山
菅
に
て
山
岡
頭
巾
の
如
く
、
帯
ま
て
も
は
か

〳
〵
と
か
ゝ
る
や
う

に
し
て
頭
巾
も
有
り
、
婦
人
の
風
俗
も
か
は
り
し
事
な
り
、
長
き
ゆ
え
に
略
し
ぬ
、

都
て
在
中
十
軒
に
八
軒
ま
て
ハ
土
間
住
也
、
貧
家
に
□
土
間
に
す
る
に
あ
ら
す
、
国

風
な
り
、
筵
・
畳
此
外
の
器
に
も
見
馴
ぬ
道
具
あ
ま
た
あ
り
、
夷
風
の
残
り
し
も
の

な
る
へ
し
、
宿
々
に
て
料
理
に
し
て
出
す
も
の
に
て
、
食
し
馴
れ
ぬ
も
の
あ
り
、
異

木
・
異
草
も
多
く
、
数
々
に
て
面
倒
に
お
も
ひ
て
爰
に
記
せ
す
、
鶴
ヶ
岡
は
古
書
に

櫛
引
郡
と
あ
れ
と
も
田
川
郡
な
り
、
町
の
出
口
に
赤
川
と
称
す
る
船
渡
し
の
川
有
、

源
は
湯
殿
山
よ
り
流
れ
出
て
、
最
上
川
に
入
る
な
り
、

廿
四
日
、
鶴
か
岡
出
立
し
て
羽
黒
山
御
巡
見
な
り
、
三
里
行
戻
り
の
処
に
て
、
此

夜
再
ひ
鶴
か
岡
に
帰
る
也
、
古
書
に
記
せ
し
田
川
太
郎
の
事
跡
を
尋
し
に
、
鶴
か
岡

よ
り
一
里
余
南
に
町
田
川
と
い
ふ
所
あ
り
て
、
此
所
に
田
川
太
郎
左
衛
門
と
い
ふ
者
、

今
に
大
庄
屋
役
し
て
郷
中
の
長
た
り
、
此
者
、
田
川
太
郎
の
子
孫
と
い
ふ
也
、
い
に

し
へ
義
経
公
奥
州
へ
下
り
給
ひ
し
時
に
此
家
に
病
者
あ
り
、
義
怪
主
従
を
誠
の
山
伏

（

マ

マ

）

と
思
ひ
て
、
祈
禱
を
頼
て
此
家
に
数
日
留
ま
い
ら
せ
し
事
に
て
、
今
に
弁
慶
か
筆
跡

を
持
つ
た
へ
ぬ
と
物
語
せ
し
な
り
、

六
月
廿
四
日
、
鶴
か
岡
御
発
駕
あ
り
て
羽
黒
山
御
巡
見
、
山
の
麓
、
手
向
町
へ
三

里
、
道
よ
く
、
此
間
の
民
家
、
茅
屋
な
か
ら
き
れ
い
に
て
、
上
々
国
の
風
俗
あ
り
、

手
向
町
ま
て
は
鶴
か
岡
よ
り
爪
先
あ
ま
り
の
道
に
し
て
、
手
向
町
よ
り
御
本
社
ま
て

二
十
町
、
山
道
に
て
嶮
□
き
登
り
坂
四
ヶ
所
あ
り
、
案
内
に
出
し
山
伏
に
委
し
く
尋

し
に
、
当
山
は
人
皇
三
十
代
崇
峻
天
皇
第
三
の
皇
子
、
能
除
太
子
の
開
基
に
し
て
、

祭
神
倉
稲
魂
な
り
、

予
按
る
に
、
稲
荷
明
神
の
事
成
へ
し
、
宇
賀
の
神
と
称
す
る
も
稲
荷
明
神
の
事

と
き
ゝ
ぬ
、
古
は
稲
熟
し
て
民
家
に
刈
り
入
れ
し
時
、
稲
束
を
一
段
高
き
所
に

置
て
、
酒
な
と
そ
な
へ
て
家
内
の
も
の
集
り
て
食
と
し
て
、
命
を
た
も
つ
の
恩

を
謝
し
、
又
、
豊
年
を
祈
り
し
事
な
る
を
、
い
つ
れ
の
頃
よ
り
か
仏
家
よ
り
怪

説
を
加
へ
て
諸
人
を
ま
と
は
し
、
愚
な
る
も
の
ハ
稲
荷
明
神
、
狐
と
お
も
ひ
居

る
者
あ
り
、
今
ま
て
も
東
都
諸
侯
・
御
旗
本
の
屋
敷

〳
〵
に
稲
荷
の
社
あ
り
て
、

知
行
所
の
豊
作
を
祈
り
た
ま
ふ
、
少
し
往
古
の
風
義
残
り
し
も
の
成
や
、
当
山

も
稲
束
を
祭
り
し
も
の
な
る
べ
し
、

出
羽
国
田
川
郡
羽
黒
山
の
略
図
、
月
山
・
湯
殿
山
、
鼎
の
足
の
こ
と
く
、
月
山
は

大
に
高
く
、
羽
黒
山
・
湯
殿
山
ハ
低
し
、
国
民
是
を
三
山
と
称
す
、

寺
領
千
五
百
石
余
、
清
僧
三
十
一
坊
、
山
伏
家
四
百
余
坊
、
東
叡
山
の
末
寺
に
し

て
学
頭
ハ
宝
珠
院
、
寺
号
は
名
玉
寺
と
称
す
、
制
度
此
寺
に
し
て
執
行
ふ
事
な
り
、

和
漢
三
才
図
会
・
吉
田
の
神
名
帳
に
は
、
羽
黒
権
現
ハ
羽
州
九
神
の
内
な
る
伊
須

波
の
明
神
と
記
し
あ
り
、
伊
須
波
の
神
社
と
い
ふ
を
倉
稲
神
の
別
成
也
、
当
国
を
出

羽
国
と
称
す
る
ハ
伊
須
波
の
人
号
よ
り
出
て
、
此
神
社
は
鳥
海
山
の
麓
に
あ
り
と
い

ふ〔
挿
図
⑪
〕

人
も
あ
り
、
又
云
、
羽
黒
権
現
は
世
上
霊
な
る
馬
、
空
中
よ
り
飛
下
り
て
神
と
な
り
、

此
山
に
登
り
給
ふ
を
神
に
祭
る
と
も
い
ふ
、
案
内
せ
し
山
伏
に
此
事
を
尋
し
に
、
当
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山
の
権
現
は
正
観
音
な
る
を
、
俗
人
い
ろ

〳
〵
説
を
加
ふ
と
答
へ
ぬ
、
埒
も
な
き
事

也
、
仏
家
・
神
道
家
よ
り
ハ
我
子
に
名
を
付
る
や
う
に
、
何
な
り
と
も
い
は
ゝ
夫
に

て
済
む
事
な
る
へ
し
、

手
向
町
よ
り
湯
殿
山
へ
三
拾
六
丁
、
山
道
一
里
半
、
月
山
に
九
里
と
い
ふ
、
実
は

五
里
四
丁
、
古
よ
り
九
里
と
称
す
る
事
ハ
法
あ
り
、
実
の
行
程
、
旅
人
に
し
ら
せ
す

と
云
、
故
あ
る
へ
し
、

本
堂
よ
り
奥
院
、
荒
沢
と
い
ふ
所
ま
て
十
八
町
、
女
人
禁
制
な
り
、

酒
井
候
の
城
地
、
鶴
か
岡
よ
り
羽
黒
山
ま
て
三
里
、

（

マ

マ

）

雲
の
峰
い
く
つ
崩
れ
て
月
の
山

芭
蕉

手
向
町
と
い
ふ
は
残
り
な
く
山
伏
町
に
て
、
長
サ
五
・
六
町
な
り
、
無
官
の
山
伏

は
国
中
へ
配
札
を
し
て
、
或
ハ
祈
禱
を
な
し
、
或
ハ
参
詣
す
る
人
々
の
先
達
を
し
、

又
ハ
商
ひ
も
す
る
山
伏
多
し
と
い
ふ
、
二
王
門
に
入
る
左
の
方
に
橦
鐘
堂
あ
り
、
鐘

（

マ

マ

）

の
大
な
る
事
、
京
都
の
大
仏
の
ほ
と
ゝ
見
ゆ
る
、
其
傍
に
径
り
五
尺
も
あ
ら
ん
と
思

ふ
大
釜
あ
り
、
桜
峠
と
称
す
る
所
ハ
上
座
の
山
伏
家
に
て
、
門
前
に
桜
樹
を
う
へ
並

へ
し
所
凡
三
丁
余
、
楓
の
木
の
生
垣
を
し
て
、
左
右
の
寺
院
あ
し
か
ら
す
、
風
景
あ

る
所
な
り
、
夫
よ
り
楼
門
に
入
る
に
堂
あ
ま
た
あ
り
て
、
谷
々
に
清
僧
の
寺
見
へ
て
、

常
念
仏
の
堂
あ
り
、
此
所
、
深
谷
の
内
に
て
も
の
か
な
し
く
、
至
て
殊
勝
の
地
也
、

少
し
上
に
五
重
の
塔
あ
り
、
此
所
よ
り
登
坂
に
て
壇
を
上
る
所
二
町
余
、
夫
よ
り
は

所
々
、
諸
仏
堂
・
清
僧
居
住
の
寺
に
て
、
次
第

〳
〵
に
嶮
し
き
を
登
り
て
本
社
に
至

る
、
堂
は
十
四
間
三
尺
四
面
、
茅
ふ
き
な
か
ら
も
念
の
入
し
本
堂
に
て
、
内
陣
の
か

さ
り
美
し
き
事
な
り
、
此
日

〳
〵
ハ
お
の

〳
〵
貴
賤
を
あ
ら
た
め
て
、
出
家
・
山
伏
、

（

マ

マ

）

凡
五
十
余
人
法
を
修
し
、
堂
外
に
て
は
社
人
・
巫
女
数
十
人
笛
を
吹
、
太
鼓
を
鳴
ら

し
て
、
古
風
の
神
歌
を
う
た
ひ
、
神
楽
を
［

］
、
麓
に
て
ハ
鐘
を
つ
き
な
ら

し
、
大
ひ
に
賑
々
し
き
計
ひ
に
て
、
随
分
の
御
馳
走
と
見
へ
侍
り
ぬ
、
此
山
に
お
ゐ

て
御
巡
見
使
を
至
て
尊
敬
し
御
馳
走
す
る
事
は
、
最
上
氏
国
主
た
り
し
時
に
や
、
故

有
て
社
領
を
奪
ハ
れ
、
中
頃
衰
へ
し
に
、
常
憲
院
様
の
御
時
代
、
御
巡
見
使
へ
難
書

歎

を
捧
け
し
に
、
御
取
上
あ
り
て
、
古
し
へ
の
こ
と
く
千
五
百
石
の
社
領
を
給
ハ
り
し

に
よ
つ
て
、
御
巡
見
使
を
格
別
に
御
馳
走
申
上
る
と
の
言
伝
へ
な
り
、
本
社
よ
り
十

八
丁
、
荒
浪
と
い
ふ
所
に
奥
の
院
有
て
、
此
所
に
諸
堂
数
多
あ
り
て
、
中
々
殊
勝
の

（

マ

マ

）

山
法
に
て
、
銕
仏
の
不
動
尊
あ
り
、
仏
前
に
護
摩
壇
あ
り
て
、
平
生
に
火
燃
あ
り
と

言
伝
ふ
、
此
不
動
尊
の
胸
よ
り
火
炎
を
祈
り
出
し
た
ま
ふ
、
開
祖
柴
焼
護
摩
を
執
行

す
と
い
ふ
、
故
に
此
堂
を
火
炎
堂
と
称
す
と
也
、
恐
し
き
不
動
仏
な
ら
す
や
、
夫
よ

り
し
て
下
向
に
か
ゝ
り
て
、
手
向
町
へ
下
る
事
に
て
凡
山
道
二
里
余
、
本
の
ま
ゝ
覚

し
道
也
、
予
、
九
州
豊
前
の
彦
山
に
く
ら
へ
思
ふ
に
、
勝
劣
な
き
霊
場
に
て
、
山
伏

の
風
俗
粗
似
た
り
、
本
院
多
く
繁
昌
に
見
ゆ
、
当
山
よ
り
彦
山
は
高
山
に
て
、
当
山

の
及
ふ
事
に
あ
ら
す
、

扨
、
月
山
・
湯
殿
山
へ
ハ
、
百
年
以
前
ま
て
は
、
参
詣
人
も
至
て
稀
な
り
し
に
、

い
つ
と
な
く
登
山
す
る
人
、
和
州
金
峯
山
の
こ
と
く
羽
黒
山
・
湯
殿
山
・
月
山
を
三

山
と
称
し
て
、
数
度
参
詣
す
る
も
の
を
先
達
と
称
し
て
、
俗
に
て
も
寺
号
・
坊
号
を

つ
き
て
祈
禱
す
る
、
今
に
て
は
大
ひ
に
流
行
せ
り
と
物
語
し
ぬ
、
湯
殿
山
・
月
山
に

は
諸
堂
一
宇
も
な
く
、
柴
堂
と
号
し
て
登
山
す
る
も
の
ゝ
休
所
の
ミ
也
、
鳥
・
虫
に

は
見
馴
ぬ
も
の
も
有
と
い
ふ
、
手
向
町
よ
り
ハ
馬
卒
・
人
足
、
山
伏
に
て
、
惣
髪
な

か
ら
駕
籠
な
と
を
か
く
は
不
似
合
の
も
の
に
て
、
人
々
笑
ひ
し
事
な
り
、
辺
鄙
の
地

と
は
い
ひ
な
か
ら
、
色
々
の
珍
ら
し
き
事
を
見
聞
す
る
事
な
り
、
此
日
は
夜
に
入
て
、

再
ひ
鶴
か
岡
に
帰
り
止
宿
し
ぬ
、
宿
主
、
林
駒
之
丞
と
い
ひ
し
豪
家
也
し
、

廿
五
日
、
鶴
か
岡
登
足
、
一
里
半
に
し
て
湯
村
、
菅
の
代
を
経
て
小
国
止
宿
、
鶴

（

マ

マ

）
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か
岡
よ
り
七
里
、
此
日
、
予
、
□
明
に
鶴
か
岡
の
市
中
一
見
に
出
て
く
は
し
く
見
し

に
、
甚
た
よ
き
所
に
て
、
町
内
に
流
二
ヶ
所
あ
り
、
赤
川
の
水
を
堰
い
れ
て
船
通
行

し
て
、
最
上
川
へ
出
し
て
、
酒
田
の
湊
に
往
来
し
て
、
所
々
に
よ
き
橋
を
掛
、
川
水

の
城
下
を
め
く
る
や
う
に
巧
て
風
景
よ
し
、
大
概
、
備
前
の
岡
山
に
つ
ゝ
く
所
也
、

辺
鄙
な
る
ゆ
へ
に
、
諸
品
の
自
由
は
岡
山
に
は
大
に
劣
り
し
や
う
□
見
へ
侍
り
し
な

り
、湯
原
と
い
へ
る
所
は
街
道
筋
に
て
、
百
軒
計
の
よ
き
町
に
て
、
温
泉
十
六
ヶ
所
、

家
々
き
れ
い
に
湯
つ
ほ
を
し
て
旅
人
を
入
ら
し
む
、
さ
し
て
功
あ
る
湯
に
ハ
あ
ら
す
、

上
逆
の
症
・
疝
気
に
よ
し
と
い
ふ
、
此
町
者
国
中
の
皆
々
倡
家
な
り
、
一
軒
に
十
人
、

十
五
人
つ
ゝ
売
女
有
り
、
遊
女
と
も
女
郎
と
も
い
は
す
、
売
女
を
国
風
に
て
ヲ
バ
と

称
す
、
馬
士
な
と
を
多
く
し
て
、
歌
を
う
た
は
せ
て
聞
し
に
、
聞
馴
ぬ
節
有
て
興
せ

も

し
事
な
り
、

〻

湯
村
を
出
る
と
鬼
峠
と
い
ふ
嶮
し
き
坂
有
、
上
下
一
里
余
、
頂
に
地
蔵
堂
あ
り
、

鬼
返
し
の
地
蔵
と
称
し
て
名
高
き
地
蔵
尊
な
り
、
古
し
へ
、
北
方
よ
り
鬼
渡
り
来
り

て
国
民
を
と
り
喰
ふ
、
此
地
蔵
尊
戦
ひ
給
ひ
、
此
坂
よ
り
追
返
し
給
ひ
し
と
、
案
内

者
の
物
語
也
、
此
坂
を
越
る
と
人
物
皆
々
賤
し
く
、
風
俗
大
に
か
は
る
な
り
、
然
共
、

貧
し
く
は
見
え
す
、

羽
州
田
川
郡
鼠
ヶ
関
弁
天
島
は
、
あ
ま
ね
く
世
に
し
り
た
る
勝
景
の
所
な
り
、
凡
、

図
の
こ
と
く
に
地
方
を
は
な
る
ゝ
こ
と
五
十
間
余
、
人
の
功
を
も
つ
て
並
へ
し
が
こ

と
く
岩
石
な
ら
ひ
敷
け
り
、
其
風
景
、
筆
に
も
尽
し
難
し
、
西
の
方
、
大
海
に
て
大

浪
打
来
る
と
い
へ
と
も
、
弁
天
島
、
屏
風
を
引
ま
は
せ
し
如
く
に
て
、
入
海
を
見
る

に
ひ
と
し
く
、
海
深
か
ら
す
し
て
色
々
の
海
魚
浮
遊
し
、
漁
舟
数
々
あ
り
て
、
網
引
、

釣
す
る
風
情
い
は
ん
か
た
な
し
、
予
、
総
州
を
め
く
り
て
名
あ
る
勝
景
を
見
し
に
、

す
へ
て
倭
国
の
風
俗
に
し
て
、
き
れ
ゐ
に
う
つ
く
し
き
や
う
に
は
見
ゆ
れ
と
も
、
唐

画
に
て
山
水
を
画
し
か
こ
と
き
の
所
な
く
、
此
所
の
風
景
ハ
倭
国
の
風
俗
を
は
な
れ
、

唐
画
の
山
水
の
こ
と
し
、
予
、
画
に
う
と
く
し
て
写
し
得
か
た
し
、
其
九
牛
か
一
毛

を
図
す
も
の
な
り
、
是
よ
り
の
海
浜
は
す
へ
て
の
も
や
う
、
上
方
・
中
国
・
西
国
す

し
の
風
俗
と
は
大
き
に
異
な
り
、
鼠
か
関
に
は
豪
家
こ
と
有
て
よ
き
所
な
れ
と
も
、

も

人
物
、
鶴
か
岡
辺
と
は
劣
り
て
、
婦
人
の
体
あ
し
く
、
皆
々
手
拭
を
も
つ
て
頭
を
く

〻

〻

る
〳

〵
と
巻
て
、
手
拭
の
は
し
を
左
右
に
た
る
し
、
衣
服
は
紺
に
惣
も
や
う
を
付
て
、

む
か
し
絵
の
こ
と
し
、
此
風
俗
を
ハ
故
郷
の
旧
友
に
見
せ

〔
挿
図
⑫
〕

度
思
し
程
の
事
な
り
、
馬
は
至
て
よ
き
所
に
て
、
其
か
さ
り
美
々
し
く
、
痩
馬
は
一

疋
も
な
か
り
し
な
り
、

鼠
か
関
よ
り
二
里
、
北
釜
谷
村
と
い
ふ
海
浜
に
石
壁
あ
り
、
高
さ
一
丈
四
・
五
尺
、

厚
サ
三
尺
よ
り
五
尺
、
東
は
高
山
な
ら
ひ
立
、
西
は
大
洋
に
て
、
船
な
ら
て
は
渡
り

な
ら
す
、
往
来
す
る
所
は
石
匠
を
し
て
六
尺
余
切
ぬ
き
し
も
の
也
、
石
壁
の
東
西
凡

二
丁
余
、
他
国
に
な
き
石
壁
な
り
、
温
泉
海
と
い
ふ
所
ハ
海
浜
よ
り
十
七
・
八
丁
も

（

マ

マ

）

山
分
に
入
、
此
町
は
な
か

〳
〵
よ
き
所
に
し
て
、
温
泉
家
あ
り
て
、
家
毎
に
湯
壷
を

し
て
旅
人
を
入
る
ゝ
事
な
り
、
娼
家
数
十
軒
、
一
家
に
三
十
人
も
五
十
人
も
売
女
の

居
る
事
な
り
、
い
つ
れ
の
所
よ
り
此
所
へ
あ
そ
ひ
に
き
た
る
人
の
あ
る
事
に
て
、
売

女
の
多
き
事
に
や
と
尋
る
に
、
功
あ
る
温
泉
に
て
入
湯
す
る
も
の
あ
ま
た
に
て
、
国

中
よ
り
集
る
所
と
い
へ
り
、
町
の
上
に
は
峨
々
た
る
山
は
か
り
、
土
人
、
温
湯
か
暮
坪

コ

ツ

ス

村
と
い
ふ
あ
り
、
此
海
上
に
世
に
名
高
き
鉾
立
石
と
称
す
る
あ
り
、
左
に
図
す
る
か

こ
と
し
、
高
サ
十
八
丈
、
竿
を
た
て
た
る
が
こ
と
し
、
西
は
大
洋
に
て
目
に
さ
へ
き

る
も
の
な
し
、
初
に
い
ふ

（

原

文

マ

マ

）



－ 34 －

〔
挿
図
⑬
〕

こ
と
く
倭
国
風
更
に
な
し
、
此
石
、
海
内
第
一
の
石
な
る
べ
し
、
茅
葺
の
小
社
あ
り
、

矢
除
明
神
と
称
す
、
地
方
を
去
る
ほ
と
五
十
間
は
か
り
、
北
の
方
も
羅
漢
石
と
称
す

る
石
数
百
有
、
遠
見
石
仏
を
見
る
か
こ
と
し
、
海
面
雅
な
る
岩
、
其
数
か
き
り
な
し
、

目
を
驚
か
せ
し
所
な
り
、
此
地
の
御
馳
走
に
、
漁
夫
海
底
に
入
て
、
蚫
を
数
々
と
り

て
御
巡
見
使
に
呈
す
、
是
ハ
東
海
道
薩
埵
峠
に
お
ひ
て
、
諸
侯
へ
蚫
を
取
て
捧
る
や

う
に
、
ま
へ
よ
り
蚫
を
籠
に
入
て
沈
置
し
も
の
な
る
へ
し
、
尤
、
此
磯
辺
に
ハ
色
々

の
魚
あ
ま
た
に
て
、
此
方
の

〔
挿
図
⑭
〕

中
間
の
慰
に
、
浅
き
所
に
お
り
［

］
小
な
る
蚫
を
沢
山
に
と
り
し
事
也
、
又
、

土
人
の
ウ
ニ
［

］
称
す
る
魚
は
針
す
さ
ま
し
く
、
□
間
に
有
て
取
得
か
た
し
、

味
ひ
至
て
よ
し
、
九
州
に
云
海
胆
に
ハ
あ
ら
す
、
カ
サ
と
計
称
す
る
貝
は
形
は
ウ
ニ

カ
サ
に
似
て
針
な
し
、
此
外
珍
ら
し
き
貝
・
魚
を
見
し
事
、
数
多
な
れ
は
略
し
て
記

さ
す
、

廿
七
日
、
温
湯
海
出
立
し
て
、
三
里
に
し
て
三
瀬
村
、
三
里
十
二
丁
に
し
て
大
山

（

マ

マ

）

村
止
宿
、
此
辺
の
行
程
は
一
里
と
い
ふ
所
も
二
里
も
三
里
も
あ
り
て
定
め
か
た
□
、

大
概
を
記
す
の
ミ
、
扨
、
此
日
は
一
日
海
浜
を
行
に
、
海
上
の
岩
石
は
貧
中
に
豆
を

（

マ

マ

）

散
せ
し
こ
と
く
に
地
方
よ
り
海
上
数
十
間
は
似
像
石
に
て
、
鬼
の
掛
橋
・
天
狗
石
・

竜
の
角
石
・
犬
の
子
石
・
鷲
石
・
鳩
石
・
獅
子
石
・
鹿
石
・
猿
石
・
沖
の
蛇
石
・
磯

の
蛇
石
な
と
、
世
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
ゝ
形
に
似
た
る
石
か
き
り
な
し
、

西
北
を
遙
に
見
る
に
、
目
に
さ
へ
き
る
も
の
ハ
さ
ら
に
な
し
、
た
ゝ
大
浪
立
上
り
、

煙
□
天
に
み
な
き
り
、
東
の
か
[

]
岩
石
連
り
て
、
剱
を
立
し
こ
と
く
[

]

に
細
き
樵
夫
の
通
ひ
路
を
通
行
す
る
事
に
て
、
見
下
す
（
以
下
欠
）

【
挿
図
】

〔
「
東
遊
雑
記

上
」
表
紙
〕

〔
挿
図
①
〕

「
土
人
ヤ
シ
と
云
、
長
七
・
八
寸
よ
り
、
葉
蔦
の
こ
と
し
、
春
花
咲
、
夏
実
を
む
す

ひ
、
秋
赤
く
な
る
、
至
て
紅
な
り
と
い
ふ
、
」

〔
挿
図
②
〕
（
翻
刻
文
中
に
掲
載
）



〔挿図③〕

右上段右「千歳山」右上段左「万松寺」

右下段「上ノ山ヨリ街道」

左上段「此地を平清水村といふ、山形より二十丁、」

左中段「山形城」

左下段「此地より東にあたり仙台へ十八里余、北ニあたりて酒田の海浜へ二十余里、」

－ 35 －



〔挿図④〕

上段右「出羽国村山郡山寺図」

上段中「羽束師の川、実跡さたならす、此山中より落る川の内なり、」

上段左「奥州二口村、至てけんそにして牛馬通行なし、」

中段「東」

下段「奥州より山形・天童の駅へ往来の山道なり、」

〔挿図⑤〕

「帰府の後、大聖寺候へ御しらせ参らせ、江戸に取よせて再ひ見ん事を思ひて亭主卯蔵にもらひ

(ママ)

置し事なり、」

－ 36 －



〔挿図⑥〕「清水より清川への急流」

〔挿図⑦〕「長サ壱間余、」

－ 37 －



〔挿図⑧〕「一間［］」

〔挿図⑨〕上段「羽州最上川之略図」下段「新庄城」

〔挿図⑩〕右上段「ホクチ入」右中段「根付」右下段「キセルサシ」

左上段「火打」左下段「脚半」

－ 38 －



〔挿図⑪〕右下「手向山」

左上段右から「奥院」「湯殿山」「本堂」「月山」

左下段右から「桜の峠」「常念仏堂」「五重塔」「休堂」

－ 39 －



〔挿図⑫〕右「羽州田川郡鼠ヶ関仲ノ弁天」

左上段「青島、鼠ヶ関より海上八里、

うなはらや鼠か関に風あれて

よりくる浪をやとるかたなき古松軒」

左下段「鼠か関」

－ 40 －



〔挿図⑬〕

〔挿図⑭〕「西」

－ 41 －


